


●「私も10年20年後には、高鍋町の活性化に協力していこうと思いました。

高鍋町に住んでいる一員として、もっともっと高鍋のことを知り、高鍋を好きになり、

高鍋を広めていけたらと思います。」

～中学生の感想文より～

○「高鍋で生まれ育ってきましたが、意外に知らないことが多く、改めて高鍋のすごさや

魅力を感じさせられました。

今から何十年後には、高鍋から5000人もの人口が減ってしまうということを聞き、

私たちの若い命は本当に大切だということを実感しました。」

●「僕はエンジニアになりたいと思っています。高鍋に工業系の職場はありますか?

県外で働くのもいいですが、やっぱり一番は高鍋です。」

○「高鍋町は、県内で一番小さい町だけど、歴史などはとても大きい町だと思いました。

大人になったら県外に行って就職しようかと思いましたが、今回の話を聞いて、

高鍋や宮崎で頑張っていこうかなと思い始めました。」

●「これからの高鍋、宮崎、日本を背負っていくのは私たちの世代です。

まずは、目の前にあることから少しずつ、勉強や部活にもしっかりと励んでいきたいと

思います。今日は本当にありがとうございました。」


